
市民の願いが市政を動かす
メール pea05142@nifty.com

京都市会議員赤阪仁
みなさんの願い実現へ、みなさんの声や運動と力をあわせて、頑張ります。

赤阪仁

住民の声と運動で、
道路の段差解消を実現

久我橋の西詰に
街灯が設置される

久我橋の西詰の場所は、
18号台風の時に越水した
堤防敷道路ですが、夜にな
ると暗くて困ると言う声が
寄せられました。さっそ
く、住民ととともに土木事
務所に街灯設置を求めてい
ました。
３月になり、国交省の許
可を得て実現し、地元の方
に喜ばれています。

３月５日、元伏見工業高校の先生の紹介で浅田瓦工場を訪問しました。
1300年前の瓦が置かれており、まるで瓦博物館のようでした。当主の浅田
さんは、古い瓦の伝統を受け継ぎ、新しい創作活動に挑戦される博士号を

もっています。後継ぎがあと２人か３
人欲しいけど、と訴えておられました。
この間、「深草土の保存」を求めて
文化財保護課に申し入れてきました。
浅田さんは「大事なのは土、窯、技術
です」と訴えておられました。
京都市の文化財保護の課題を沢山頂
きました!!

東日本大震災と福島原発事故から６年に
なる３月11日。円山集会には2500人が
福島の被害を忘れない!!と集い、市役所ま
でデモで訴えました。途中から参加する方
も多く、これからも共に頑張りましょう、原発いらない!!と訴えました。

夜には、向島に福島から避難されてい
る皆さんや地元のボランティアの方と一
緒に、メモリアルデーの集いを行いまし
た。一人ひとりの思いが書かれたろうそく
の火に、いまなお８万人の避難者の存在
する福島の地への想いを寄せました。

住吉学区の「住みよい住吉をつくる会」の皆さんが土木事務所に申し出
ていた道路の段差解消が実現し、喜ばれています。「水道局とも相談して
頑張りました」と言
う所長さんたちの連
携が大きな力を発揮
しました!!「段差の
ためにケガをしたの
で、一緒に声を上げ
て良かったです」と
の声も聞かせていた
だきました。

「赤阪さんと出会い、桃山高の定時制に入学できると聞
いて挑戦できた。４年間頑張りました」「でも友達がいな
かったら途中で辞めていたかもしれません。友達は55才、
ガンを患っていたけど、頑張って勉強しているのを見て、

私も頑張らなければと中途退学をせずにすみました」「私も
60才になり、３月には初孫ができます。これから何か自
信をもって生きていけるような気がします」と、うれしい
電話をいただきました。
長く議員をしていると、やりがいのあることが多いです。

伏見生活相談所 TEL 621-6717 FAX 621-6767 どんなお困りごとでもお寄せください

地元の伝統産業である
瓦工場を訪問

うれしい知らせが届きました。
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3・11円山集会に参加
福島原発事故を忘れない　
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